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今後の名簿発行事業について

�これまで、３年に１度のペースで、

会員名簿を印刷・発行してきました。

�近年、会員名簿を不正利用した、電話などによる勧

誘行為が多発しているようです。

• 自己防衛として、住所や電話番号の情報を掲載しない対策

をとる方も増えてきています。

�最近、名簿に空欄が増えています。

�今後の名簿発行はどうしたらよいか？

�空欄を増やさないためにどうするのがよいか？

平成19年度名簿調査時に実施した
名簿発行に関するアンケート

結果報告

名簿発行は必要と思うか？

返信数：2142名（回収率：27%）
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回答別名簿記載状況
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回答別名簿記載状況（正規化）
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アンケート結果から

�3分の1の方が名簿発行は必要と思っている

�しかし、そのうちの約11％の方が部分掲載、
約2%の方が氏名以外不掲載を選択

�5分の1の方が名簿発行は不要と思っている

�約22%の方が部分記載、約19%の方が不掲載

�分からないと回答した方は、必要・不要の両方の思
いがあるようだ

�無回答の方の名簿記載の傾向は、名簿発行が必
要と思っている方のものに近い

強引な考え方かもしれないが、「分からない」を必要・不要の半分に分け、
「無回答」を必要に分類すれば、71%が必要、29%が不要ということになる。
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最新版名簿の記載状況

平成19年度版名簿の記載状況

�卒業生記載数：7,922名（延べ：8,085名）

�連絡可能：6,904名（87%）

• 名簿に記載あり：5,997名（76%）
– 自宅、勤務先の両方またはいずれか

• 名簿に記載なし：907名（11%）
– 事務局は連絡先を把握している

�連絡不能：1,018名（13%）

�名簿空白率：24%24%
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空白率増加の原因は？

�引っ越しの際に、住所変更の連絡を忘れた。

�大学卒業後、連絡先を事務局に連絡し忘れてい
るケースが多くある。

�郵便転送サービスは通常１年間なので、年１回
ペースの郵便物送付では、転送されずに戻ること
があり、本人が連絡忘れに気づかない。

�名簿に記載されている場合も、実家の住所であっ
て本人に直接連絡がつくとは限らない。

�勧誘業者の電話を避けるため、記載しない。

今後の名簿発行事業について

名簿を作り続ける？

�会員の１９％が不要との意識

�積極的～ある程度必要という人は７１％くらい？

�全体の２４％が空欄という事態

�偏りが大きいが、半数が空欄というクラスも！

印刷物の名簿は作らなくてもよいのでは？

�名簿情報は必要

�事務局からの会報等の送付、総会などの案内に必須
�学校側も卒業生との関係は重要

�会員も同級会、支部総会などの開催に利用したい

今後の名簿事業（事務局案）

�印刷物の名簿作成は、次回の発行をもって
一時休止し、

�名簿情報を維持していくための代替え事業を
行う

�高専ニュースレター（仮称）を会員に送付する

• 現時点では、学園だよりを増刷する案がでています

• 頻度については要検討

�会員への名簿情報提供サービス

• 内容については検討課題

いかがでしょうか
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名簿情報の空白を減らすために

�年１回以上の頻度で郵便物を送付

�定期的に発行できるものは同じ時期に
（総会、会報は時期がずれやすいが…）

�この際、連絡先不明の同級生について、
情報提供を呼びかける

�主要な進学先の同窓会組織等に働きかけ

�出身高専の同窓会にも連絡先を知らせるように

他にもアイデアがありましたら
お願いします


